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　 ご紹介い ただきました株式会社iAX代 表

取締役社長の鷹麗薄です。 この学会の母体 と

なった亜細亜大学大学院アジア ・国際経営戦

略研究科の学生と して、去年 まで客席の方に

座 って、授 業 として聞 いてい ま した。1999

年に亜細亜大学の法学部を卒業 しました。本

日は立 ってお話 し します。理由は二つです。

一つ は
、皆 さんの 中に は、同級 生 もい ます

が、後 ろ方の席 には、わた しの恩師の先生方

が座 ってお られます。小 さい ときの教育 なの

ですが、一番恐いのが、うちの親でした。2

番 目に恐いのが先生で した。そのために、先

生の前 では、立って しゃべ るのが習慣 になっ

ています。 また、座って話 します と気合 いが

入 りませんので、 立って話 します。

　 自己紹介は、実 はした くあ りませんで した

が、ご紹介に検察官 という言葉が出ていまし

たので、少 しだけ説明いた します。中国では

検察官 にな ってか ら口本に留学 しました。検

察官 というのは公務員で したが、出身地域の

地方 の検 察官で した。 そ して、1994年 に公

職を辞任 し、H本 に留学 しま した。今は一般

市民です。

　本 日は、「日中間 ビジネスの実務」 を中心

にお 話 して ほ しい と聞 いてお ります。私が

やっている仕事 は、情報通信関係が メインで

す けれ ども、そ の中で一番マ ーケ ッ トに近

く、エ ン ドユーザーか ら見てわか りやすい、

身近な話を選びま した。

　私の会社の ビジネス を立 ち上げた背景 とし

ては、中国の市場 の拡大にあ ります。中国の

人 口は非常 に多 く、世界中で4人 に1人 は中

国人 と言われているように膨大 な市場があ り

ます。 このことは 日本 に留学す る前か ら、そ

の市場 に対する魅力を非常 に感 じてい ました。

　中国市場 で長 く仕事 をしている中、中国は

「一つの市場」で はない ことを実感 してお り

ます。特に個人ユーザー向けの商品にな りま

す と、地域 の特性 、収入 の格 差、地域 の文

化、習慣による好みの問題なども十分 に取 り

入れての計画が必要 になります。

　 中国の経済成長の点か ら見て、改革開放か

ら30年 間、成 長 し続 けてい ます。1979年 ～

2007年 までの統計 では、平均9.8%の 経 済成

長になってい ます。

　私 は1999年 に亜細 亜大学を卒業 しまして、

その後、東京 にあるITコ ンサ ルテ ィング会

社に就職 しました。多 くの 日本企業 と接触 し

ている中で、 日本企業のエンジニア、研 究開

発コス トがあ まりにも高いとい うこ とが 目に

つ きました。大手で は、1人 のエ ンジニアが

最低で も5億 の売 り一ヒげをつ くらないと事業

が成 り立たない と言わ れてい ました。 しか

し、 日本市場だけで は、この多 くのエ ンジニ

アを養 っ てい く市 場 規模 が あ りませ ん。

1980年 代か ら日本企業の多 くは中国のEMS

を海外 にある工場 として利用 して きま した。

その多 くの製品が 日本市場 に輸出されていま

した。 しか し、中国の経済成長に従 い、市場

として は日々拡大 しています。ハイテクの消

費 も日本が縮小 してい るため、 日本で研 究開

発された製品の コス トも安 くなりません し、

規模 の拡大が ない と存立 していけません。

　 その中で、私たちは、 日本企業が 中国進出

する際の市場への参入 に対 してサポー トを し

てお ります。 クライアン トはIT/通 信 関連

企業 に集中 してお ります。中国 市場 に参入す

る際は、中国の市場構造、中国の文化、 ビジ

ネス慣習を十分に理解する必要があ ります。

同時に、十分 な市場調査の上、マーケティン

グ、プロモーション、販売支援が欠かせない

サポー トとなってお ります。 この ような背景

か ら、弊社 は2002年 ぐらいか ら実際 にビジ

ネスをス ター トしてお ります。会社 のメ ン

バ ー はほ とん どIT/通 信、製 造、 マー ケ

テ ィング分野 のエ キスパー トです。「小 さ く

て もダイヤモ ン ドの ように輝 く会社」 をつ く

りま しょうと信念 をもってス ター トしたビジ

ネスです。

　IT/通 信 の中で も、 ソフ トウェア、ハー

ドウェア、コンテンツ、ネッ トワー ク向け、

個 入ユーザー 向けの商品 とい ろいろあ りま

す。対象 者は中国の通信 キャリアもあれば、

市場に直接関わるもの もたくさんあ ります。

通信キャリアの業務の中で も、固定通信、移

動通信が あり、ネッ トワー ク、 デー タ転送、

音声通信 とい うような部分に分 けられます。

中国の市場で も、この数年、固定通信の規模

が年々小 さくな り、非常 に速 いスピー ドで成

長 して きているのは、移動通信の分野です。

業務の収入の面か ら見て も、固定電話の収入

が ます ます減ってお ります。2009年 に は、

通信市場全体収 入の13%に まで落 ち込 んで

います。 しか し、移動通信は大 きく伸 びてお

り、現在 は7億 人の携帯電話ユーザーがいま

す。普及率 は52%で あ り、先 進国の携帯電

話普及率 は90%以 上 にな って います ので、

今後まだまだ大 きな成長が見 られるでしょう。

　現在、中国は世界最大の通信市場 になって

お りますが、この携帯電話の加入者数 に数え

られていないのがPHSの ユーザー(現 時点

で は7400万 人)で す。PHSは 、1998年 か ら

始 まったの です が、中 国 は2011年 まで に

PHSの サ～ ビス は停止す るという政策 を出

してお りますので、だんだん減ってお り、こ

のPHSの ユ ーザー は、今後 は移 動通 信 の

ユーザー、携帯電話のユーザーに代 わってい

きます。中国は2009年 に3Gサ ー ビスを開

始 し、新 しいネッ トワークの建設に莫大な投

資 をしています。ネッ トワー ク機器、端末、

コンテンツ、 アプリケー ションサービスなど

多 くのビジネスチャンスが生 まれます。

　中国は2009年 を3G元 年 と称 しています。
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この中で、音声 メイ ンの移動通猛 か らデー タ

通 信が メイ ンになって きます。 ネッ トワー

ク、端末の進化 によって、インターネッ トと

の融合が重要 な キー ワー ドになってお りま

す。今後、3G時 代 の通信サー ビスは、ほ と

ん ど携帯端末の機能によって実現 されますの

で、端末 の優位 性に 大き くかかわ って きま

す。通信キ ャリアに利益 をもたらす重要な手

段 は、毎 目ユーザーのボデ ィーか ら離れ るこ

とのない携帯電 話に よる ものです。そ れを

持 っている人は現在7億 人います。先進国 と

同 じよ うに携 帯竃話の;iG_及率が90%に なっ

た 日の市 場規模 は容 易に想像で きるで しょ

う。 その ため、中 国聯通 はiPhoneを 導 入

し、 中国移動 はoPhoneと い う独 自の携 帯

電話プラ ットフ ォームを開発 してい ます。中

国電信 は、 まだ キラー端末が ない現状 です

が、モ トロー ラ、サムス ンなど大 予端末 メー

カーと共同開発を進めています。

　 中国市場 の特徴 として、携 階電話の タッチ

パネル端 末と手書 き入力が非常に速いスピー

ドで普及 したことです。

　 誰で も触 ればで きるような、操作 を簡iiiに

していることが重要なポ イン トです。3G開

始 によって、ハ イエ ン ドユ ーザが インター

ネッ トにアクセス しやすい、大画面、機能の

多いスマー トフォンなどを求め ます。一方、

これか ら挨滞 電話 を持 とうという新枷Li入 者

が数億 います。中国では、今後、最 も販売ボ

リュームが増えるのはローエ ンド端末 とタッ

チパ ネル、大画 面、高機能 の端 末 になるで

しょう。

　 日本 では、 高校 生か ら広 がった 「親指 文

化」があ り、 タッチパネルになっている端末

はほ とん どあ りません。

　 中 国で携帯 電話 の普及は、1994年 か ら始

まりま した。最近にな ります と誰でも撲ih端

末 を使 うようにな り、「文字を書ければ」誰

でも使えるというハー ドルカ瓶 い という意味

で、非常 に受け入れやす いのは、 タッチパネ

ルの 手書 き入力端末で した。

　 日系企業 としては今までほ とんど使 ってい

ませ んので、 タッチパネルの開発はほ とん ど

進んでお りません。これは販売方法に も関係

して きます。 日本で携 帯電話について 「どこ

の電話を使っているか」 と訊ね ます と、ほと

んどの皆 さんが ドコモ、 ソフ トバ ンク、au

とキ ャリアの名前で答えます。 しか し、中国

に来て訊 きます と、皆さんすべて 「ノキア」、

「モ トmラ 」 と端末メーカーの名前 で答 え

ます。Ii本 では携 吊;電話は、通信キャリアが

メーカーか ら、一括 して買い ヒげます。携 箭

電話メー カー としては、営業先が 三社の通信

キ ャリアのみです。中国市場では、迦信キ ャ

リアカ携 吊:電話を1.1いません。携帯 電話 メー

カーカ疸 接 市場 にIlBてエ ン ドユーザーと向 き

合い、 自社 製品 を販JGす るこ とが一般 的で

す。したがって、f,国 の企業は一生懸命ユー

ザーの1嗜好、市場の需要を研究 します。 口本

企業は一生懸命、通信キャリアか ら情報 を聞

き出そうとしてい ます。一般ユ ーザー向 けで

直接販売することは、 日本企業 にとって新 し

いスタイルであ り、慣 れるまでは時間がかか

るで しょう。 日本の商品はハイエ ン ド機種が

多 く、すば らしい機能を持つ携帯電話が非 常

に多いですが、中国の市場ではほとんど見 ら

れ ません。

　 また、 日本市場では、 いままで通信 キャリ

ァが買 い上げ、ユーザ ーの手元 に届 く際に

は、通信キ ャリアのイ ンセンテ ィブがついて

お り、2年 間解約 しなければ、端末 自身は非

常 に安 い金額で入手で きました。そのため、

若者、高校生で も気軽にハ イエ ンド機種 を入

手で き、難 しい機能 も使 いこなせ ます。 しか

し、中国で は、通信キャ リアの補助があ りま

せ んで したので、4000元 、5000元 の携 帯端

末で もすべて 自費で購入 します。結果 として

高機能、高価 な携 詩端末は今 まで経済力のあ

る人か ら購入 し、普及 してきました。 自然 に

ユーザー層 の違いによって、要求機能 も違 っ

て きます。日本企業 は今後、日本で販売 して

いる機種 をその まま中国に持 ち込むのではな

く、中国市場 に対応 して研 究開発 を行 うこと

が必須 になってい ます。

　 最近のデー タを見ます と、3Gサ ービスが

始 まってか らスマー トフォンの売れ行 きが非

常 によくなってきました。ノキア、モ トロー

ラ、サムソン、中国国産 メーカーも多 くは開

発 に投 資 しています。中国移動 は、中国の携

帯 電話ユーザーの75パ ー セン トを持 ってい

る通信キャリアです。最近、中国移動 の通話

料 金の値下げ により、農民加入者 が多 く増 え

ています。都 市部の2Gの ユーザーはすでに

飽和 してお り、今後、新規加入者の多 くは、

中国の農村部 にあ ります。この場合、 よく売

れてい る価格帯 は1000元 以下 の端末 です。

しか し、 日本企業 は、1000元 以下の端末 は

作れ ません。

　 これ らか ら見て、 日本企業の商品戦略、現

状か らみて、中国市場 への参入 は非常 に難 し

くなってお り、昨年 の1月 に、ほ とんどの 日

本 メーカーが中国市場か ら撤 退しています。

最後 の発表 を したのが京 セ ラで した。富士

通、NEC、 東芝 な ど、すべ て中国か ら撤退

しま した。 その後、2008年6月 に シャー プ

が中国に進出を発表 しました。確 かに今 まで

の報 道 を見 ていて も、 シ ャー プは、rKf_一一、

「中国か ら撤退 します」 とい う宣言 を してい

ない会社です。2006年 香港ITUテ レコムで

中国の通信 専門家 と日本の携帯 メーカーの議

論 をしてお りましたが、次に中国の撲滞 電話

市場に出るのがシャープで しょうと予測 して

いました。 なぜかと言いますと、中国の よう

にエ ン ドユーザーと直接 向 き合 う携 静ビジネ

ス市場では、通信 キャリアだけ を相手 にする

ネッ トワーク機器をメイン商品 にしてい る会

社 よりは、パ ーソナル商 品が強 く、マ ーケ

テ ィングカの 強い会社が適 してい るか らで

す。 シャープの液晶 テレビは、中国でよ く売

れてい ま したので、携 帯電 話 も進 出す るで

しょうと予測 したのですが、ぴった り当た り

ま した。

　 ほかのメー カーは中国か ら撤退 したか らと

いって も中国 を考えていないわけで もあ りま

せ ん。今、NEC、 日立、カシオが一緒 になっ

てさらに中国に出ようとい う計画 も報道 され

ています。 日本の通信市場は特殊であ り、多

くの国はメーカー とエン ドユーザーが直接向

き合 っています。 日本メー カーは挨滞 電話 だ

け と言 って もい いのですが、中 国の通信市

場、特 にエ ンドユーザーの市場 では経験 が少

ない とい えます。 また、生産 コス トはい まだ

に高 く、中国人ユーザーの希望する価格帯 に

は、なか なか届 きません。

　 商品の更新スピー ドも大 き く異な ります。

日本のメー カーの商品の機種数が どこも少な

いです。 中国市場で もっ ともシェアを獲得 し

ている ノキアは、年 間70機 種かそ れ以上 出

してい ます。サ ムス ンは60機 種 以上発 売 し

てい ます。 日本 メー カーは多 くて も年 間10

機種程度です。

　 また、今まで は、 日本企業の研究開発 はほ

とんど日本本社で行ってい ました。中国に携

帯電話の研 究開発セ ンター を設立 している企

業がまだあ りません。家電 と同 じように、中

国のメー カーと比べて、アフターサー ビスの

対応 も遅い傾向があ ります。

　 中国の携 箭電話市場 は、デザ インハ ウス、

製造、ソフ ト開発、アフ ターサー ビス、販売

など、サ プライチェー ンの中 でそれぞれ自分
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の得意な部分 に特化 してい ます。 しかし、今

までの多 くの 日本企業は携帯電話 という商品

に関す るすべ てのプ ロセ スを自社で行お うと

してい ます。この ような戦略では、中国の携

帯電話市場 では、 自社1社 が、各 プロセスの

プロと競争す ることにな りますので、非常 に

厳 しく感 じてお ります。

　 日本に長 く関わってい る私 も実 は日系商品

のフ ァンです。商品はデザ インの多様化、色

の多 さ、品質 の高 さ、ブ ラン ドカ は日本の携

帯電話の特徴 ともいえます。個人商品として

は もっと も価値 の高い ブラ ン ドカ につい て

も、先ほ ど名前を挙 げた 日本 のメーカー数社

は、すべて世 界で有 名なブラン ドです。 どの

会社 も品質 レベルの高 い商品 を持ってい ま

す。 これは 日本の強みです。さらに、7年 前

からすでに3Gサ ービスが始 まってお ります

ので、経験が非常 に豊富であ り、3G市 場で

普及 しているアプ リケー ションやサービスが

多 くあ ります。中国の3G市 場は、これか ら

なので、 日本企業 にとっては、大 きなチャン

スだ と思ってお ります。

　 中国市場への進 出にあたって、メーカーに

大 きな影響 を与えるのは、知的財産権 の侵害

です。皆 さんも よく耳 にす る 「山塞 機」で

す。山棊機 とは、携 跨電話機のコピー製品で

す。 ブラ ン ド端 末 のデザイ ンをまね してコ

ピーをつ くって、す ぐにで も市場 に出せ る専

門の会社があ ります。新 しい商品 を発表する

と、1カ 月 もしない うちによく似たコピー品

を市場 に出 してきます。 しか も非 常に安いの

です。だい たい正 規ブ ラン ド品の10分 のi

ぐらいの値段 で買えます。 このような商品は

中国政府の技術テス ト、認証 を一切受けてい

ませ ん。販売 ルー トも販売代理店を経由 して

いないため、 ローエ ンド市場 に浸透 していま

す。

　iPhoneも 中国 に進 出 して い ます。 しか

し、iPhoneが 中国で発 売す る前 に、「山塞

機」iPhoneが すでに販 売 しています。中国

政府 も、「山塞機 」に対 して非常 に厳 しい制

限をし始めています。政府の今後の対応 に大

いに期待 し、知 的財産権の保護に力を入れて

い くべ きです。

　中国市場の中で日本企業が強いとす るハイ

エ ン ド商品は、8パ ーセン トしかない市場で

す。 この中を、 ノキア、モ トローラ、サムソ

ンな どが争 うのです。 日本企業 は、ハイエン

ド市場 しか狙わ ないのか、それ とも市場戦略

として、規模 を求めて ミドルローユーザー層
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にも入ってゆ くのか は、経 営判断にかかわっ

て くると思い ます。

　 シャープは咋年の6月 に中国に進出 し、市

場での リサーチによ り、今年の7月 までにす

で に10機 種 を出 して い ました。デ ィスプ レ

イが回転で きる、液晶の大画面が売 りです。

北京、上 海、広 州 な どの大都 市であ れば、

シャープの携 帯が見 られます。価格 は非常 に

高 く、2Gの 端末で も4,980元 の高値 です。

日本円に換算 します と、7万 円 ぐらいにな り

ます。日本で も今年 になってか らユーザーは

自分で携帯 を買うようにな りましたが、今 ま

では通信キ ャリアとの契約 によって毎月の通

信料で携 詩端末 は安 く購入で きま した。 しか

し、中国の2Gユ ーザーは、通信 キャリアか

らの補助は一切あ りません。2Gの 通話機能

をメイ ンに している商品 を4,980元 で購入す

る中国人はまだまだ少 ないか もしれ ません。

今後、商品のライナ ップが増 えることを期待

しています。

　 しか し、日本メーカーが中国に展 開する際

に何 を した らいい で しょうか。原点 に戻 っ

て、 よく言われている 「マーケテ ィングミッ

クス戦略」の4つ のPが あ ります。プロダク

ト(Product)、 プ ラ イ ス(Price)、 プ ロ

モ ー シ ョ ン(Promotion)、 プ レ イ ス

(Place)の4つ です。 この4つ のPの 中 に

含 まれる細かい項 目を検討 していきます と、

多 くの ことができてい ません。たとえば、 プ

レイス(Place)は 流通、 販売 チ ャネ ルな

ど、地元 に強いチ ャネルなどを十分に利用 し

ていません。

　 プロモー シ ョン(Promotion)の 手法 に

関 して も、 日本企業 の多 くは、CCTVな ど

の全国 ネ ッ トTVで 広 告 を出 します。 しか

し、も し、販売チ ャネルを浸透 していなけれ

ば、広告だけ出しても、買うところがあ りま

せん。ユーザーには 「買えない」ことでス ト

レスがたま り、逆効果 も場合 もあ ります。日

本の携帯電話のユ ーザー層のほ とん どはハイ

エ ンド機種 に対 して、中国のユーザー層 は細

か く分かれています。 しかも、この分かれて

いるユーザー層 のどれにも市場があ り、チ ャ

ンスがあ ります。中国では、ユ ーザーに対す

る細かい分析 と細かいフォローアップが必要

です。中国では 「ウィルス販売」 という言葉

があ ります。若者がテ レビや友人か ら新 しい

情報を得 ると、直ちにPCに 向かいます。イ

ンターネッ トで 性能、外観、価格を確認 し、

最 も安い ところか ら購入 します。簡単にいう

と、ロコミです。現在の若者の情報源 はほ と

ん どインターネ ッ トになってお り、インター

ネ ットのシ ョッピングサイ トを利用 して、携

帯電話端末 も購入 しています。

　 そのようなイ ンターネ ットを利用 したマー

ケティングも、 日本企業があ まり使 っていな

いのです。 また、宣伝 をする前にまずは しっ

か りした販売チャネルの構築が必要です。 こ

れ か ら中国 に進 出す る 日本企業 にはぜひ頑

張ってほしい と思います。

　 売 り手 にとっての4つ のPは 、反対 にユー

ザーから見れば、4つ のCが あるとよく言わ

れ ます。顧客価値(Customer　 Value)、 顧

客 コ ス ト(Customer　 Cost)、 コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ン(Communication)、 利 便 性

(Convenience)が あ ります。た とえば、 コ

ミュニケーシ ョン。一方的な宣伝、 プロモー

シ ョンではなく、ユーザーの身近 にい るよ う

に感 じさせ るコミュニケー ションを取れるよ

うなネッ トワーク構 築は企業にとって、事業

の拡 大につ なが ります。CRM(Customer

Relationship　 Management)ソ フ トや、

ウェブ機能を利用 した管理方法 などで、顧客

と日々コ ミュニ ケーシ ョンをとっている日本

企業はまだ見当た りません。 また、ユ ーザー

の コミュニティーをつ くった りし、ユーザー

の声 を吸い上げて、分析 するなどの手法 もあ

まり利用されていないのが現状です。

　 また、 メー カーに とって は、販売 チ ャネ

ル、流通が重要 なのですが、ユーザーに とっ

ては、利便 性(Convenience)が 求 め られ

ます。大都会、一般都市、 どこのユーザーに

対 して も、販売チ ャネル、アフターサービス

をすばや く対応で きることが重要になって き

ます。ぜ ひ、 中国人 ユーザ ーの立場 にたっ

て、戦略 を立て られます と、 よ り幅広 く販売

で きると思います。

　 日本の通信業界では成功 しているプロジェ

ク トもあ ります。PHSの 中国進 出です。現

在は中国政府がPHSサ ー ビスを2011に 終了

する と発 表 してい ますが、一時期9000万 人

の加入 者までに達 してい ま した。2000年 の

3月 と6月 、11月 に3回 ぐらい 中止命令 が

出ていま したが、それで も中国電信、 中国網

通の固定電話の通信キ ャリアがサービス を提

供 し、ユ ーザ ーが早 いス ピー ドで増 えま し

た。通話料金が20元/月 で使い放題な どのプ

ランが庶民 に大変魅力的で した。当時、高い

携帯電話を買えない多 くの民衆 は通信手段 と

して十分 に満足 できる通話機能 でした、通話



料金は非常に安 く、音質 レベルが 葛いこ とで

評価され、大都会ではな く、最 も需要 とされ

る中小都 「}∫、 県か らスター トした戦略 で し

た。最終 的には、北京、上 海 もPHSサ ー ビ

ス を提供するようにな りました。当時京セ ラ

に在職 しているプロジェク トリー ダーは現在

私の会社の会長 になっている人ですが、中国

のほ とん どの田舎都市 を回って、技術説明、

チ ャネル構築を行ってい ました。 どこでも買

えるよ うなチ ャネル構築 を 目指 してい まし

た。

　現在の 口本商品はまだ、 どこで も買えるよ

うなチ ャンネルづ くりをされてい ませ ん。 ノ

キ アの販売チャンネルは、中国全土をカバー

す る全国総代理店以外 に、中小都市、県 まで

自社の販売チャネルを構築 してい ます。 日本

企業 のみな らず、多 くの海外携 帯電話 メー

カーは中国企業の参入 した際、最 も早 く全国

に展開で きる販売方法 は全国総代理店 を利用

す ることです。 しか し、 このような全国代理

店 は中小 都市 に弱 く、細か い ところまでカ

バーできません。そのため、ノキア、サムス

ンは独 自に販売チ ャネルの開発 を進めていま

す。大都 会だけでは中国市場 を語 れませ ん。

多 くのユーザーが中小都市 にいます。販売代

理店はそのi小 都 市までカバーできる能力が

必 要です。総代理店 には資金力が あ ります。

取引先 の信川度、資金の回収に最 も慎重 な日

本企業 には最適です。 しかし、大都市以外の

地域 をカバーで きる能力が弱い。 ノキアは自

社製品を中国全⊥ に浸透 させるためには、総

代理店 に頼 らず に、大都市、中小都市 、三級

都 市、県に直接、 自社 の販売ルー トを作 り.ヒ

げ ました。資金 の回収 は各省都 にある省 レベ

ルの卸代理店に依頼 し、ネッ トワークを構 築

してきました。 また、商品のライナ ップはハ

イエ ン ドの9000元 ～ ローエ ン ドの200元 まで

揃 ってい ます。そのため、細分化 されている

中国の市場 に細か く対応 し、どこの市場に も

ノキアブラン ドが浸透 しています。

　 日本企業 では、中国の中小都市、さらに県

まで行 ってい る日本 メーカーは少 ない ので

す。中国には進出 してい る会社 を尋ねれば、

ほ とん ど上 海、北京に集中 しています。事務

所 は大都会 に しか置いていないのです。田舎

都 市や県に足 を運んで調査 している日系 企業

も非常 に少ない。

　 今後、 日系企業 にとっては販売チ ャンネル

の構築 は一つの大 きな課題 になるでしょう。

以前の敗因か ら見いだす戦略を練 り、中国市

場 に再進出する際 にしっか り改善 していかな

ければ、 また厳 しい状況 に陥 ります。

　以上、中国の市場、私たちがや っているよ

うな仕事か らご く一部 なのですが、 日中ビジ

ネスの現場 に実感 していることをお話 しまし

た。 これか ら中国の3Gサ ービスが開始 し、

移動通信に含 まれる各種のサービスが求め ら

れます。中国移動 もApp　 Storeの ようなコ

ンテンツショップ(Mobile　 Marketと 称 し

てい ます)を オー プ ンして います。 また、

サー ビスのプラッ トフォームになるシステム

も自社独 自の ものを開発 してい る。

　今後、ハー ドウェア企業のみな らず、 アプ

リケー ション ・サービスプロバイ ダーや コン

テ ンツ産業の積極 的 な進 出 も期 待 して いま

す。

　以上です。本 日は、あ りが とうござい まし

た。

lCT企 業の中国進出に関する成功要因一進出サポー ト事例か ら一 17


